
（１）当 事 者

権利者 (甲)

義務者 (乙)

（２）財産の表示

２  登記の原因となる事実または法律行為

上記の登記原因のとおり相違ありません。

1  当事者及び不動産

住所

氏名

登 記 原 因 証 明 情 報

○○市長　○○　○○

甲は乙に対し　　　年　　月　　日、国税徴収法第４７条第１項に規定する事由が生じた

　年　　月　　日

ため、同条の規定により、徴収金を徴収するため、乙の財産（２）を参加差押した。

住所

氏名


